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ンスを、20 世紀初めからの約 100 年にわたって比較分析した。実証結果からは、(1)1947
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デシュという南アジアの 3 国は、非常に興味深い事例を提供している。第 1 に、この 3 国
の人口を合計すると約 15 億人、 すなわち世界の途上国人口の 3 割弱を占め、 世界の貧困者
人口に占める比率はさらに上昇する。この規模ゆえに、3 国の推移が、ミレニアム開発目
標の達成も含めた途上国経済の推移に関する平均像に、多大な影響を与える。 
 第 2 に、世界の貧困者人口が集中しているもうひとつの地域であるサブサハラ・アフリ
カと比べ、同じく低所得地域ではあるが、1980 年代以降、3 国とも着実に経済成長を進め
ている点が大きく異なる。低所得国における所得の急上昇と食糧消費・農業生産との関連
を見る上で、南アジア 3 国の事例の詳細な検討は欠かせない。 
 第 3 に、この 3 国は、インド、パキスタン、バングラデシュという順にさまざまな経済
発展の指標が並んでいることから、低所得国内部での多様性について考える上でも有益と
思われる。 途上国の成長パターンを、 代表的途上国と先進国から計 17 国選出して比較分析
した Hayami and Godo (2005, Chapter 2)においても、同じ 3 国が南アジア代表としてサンプ
ルに含まれており、典型的な成長パターンに沿っていることが示されている。 






  以上の理由から本稿は、インド、パキスタン、バングラデシュという南アジアの 3 国に
おける長期農業成長に関する実証分析を行う。分析の最大の特徴は、イギリスの植民地だ
った時期と、 イギリスから独立した後の時期の両方を含む期間、 すなわち 20 世紀をほぼカ
バーする約 100 年間に関して、一貫した定義に基づく長期経済統計を作成して比較するこ
とである。 FAO や世界銀行のデータベースなどからは、 1960 年代以降の時期に関して比較
可能な統計が各種得られるため、既存の国際比較研究はそれらを主に用いてきた(Hayami   3




により 20 世紀後半と接続した長期統計を作ることが不可能ではない。 南アジア 3 国を取り
上げる第 5 の意義は、ある程度信頼できる統計を用いてこのような超長期の分析を実施で
きる点である。 
  インド亜大陸における 20 世紀前半の経済成長を分析する既存研究においては、
Sivasubramonian (2000)に典型的にみられるように、現在のインド、パキスタン、バングラ











が、当地域を取り上げる第 6 の意義、そして本稿作成の中心となった研究契機である。 
  以下、第 2 節では南アジアにおける農業成長の実証研究について既存研究を展望し、第












を「現インド地域」 、 「現パキスタン地域」 、 「現バングラデシュ地域」と呼ぶ。 
  植民地期インドは大きく、英領直轄の州(province)と藩王国(princely state)地域に分かれて
いた。 州の下の基本行政単位が県(district)で、 各種農業統計が時系列として得られる最小の
単位である。 
  南アジア 3 国対応地域の長期的農業成長に関する実証分析として最も定評ある













あるが、 その主眼は GDP の分析であって、 農業部門の分析は非常に粗いものにとどまって
いる。すなわち、現インド地域、現パキスタン地域、現バングラデシュ地域に関して植民
地期と分離独立後とを比較した研究は筆者によるもの（後述）以外に見られない。 
  分離独立の際には、 英領パンジャーブ州が東西に分割されて西側が （旧） パキスタン領、
東側がインド領となり、英領ベンガル州が東西に分割されて西側がインド領、東側が（旧）
パキスタン領となった。このため、東西両パンジャーブ（ベンガル）の分離独立前と後と
を比較する研究も見られる。 パンジャーブについては Prabha (1969)、 Dasgupta (1981)、 Sims 













  以上の研究展望からは、現在の国境に対応した南アジア 3 地域すべてを扱って、分離独
立前と後の農業パフォーマンスを厳密に比較した研究が皆無であることが判明する。そこ
で筆者は、これまでの関連研究において、特に現インド地域と現パキスタン地域のコント















期間は、ほぼ 20 世紀に対応する約 100 年間である。以下本節では、このデータの推計に関
し、国境調整、原資料、カバーされる主要作物、集計について簡単に説明する。詳しくは
付録 1 を参照されたい。 





インド政府による 1936/37 年度まで遡っての 3 国に分割した遡及推計(GOI 1948)である。
Sivasubramonian (2000)は、 分離独立までの統一インドに関して GDP とその構成要素に関す
る詳細な推計作業を行っており、他の類似の系列よりもその信頼性は高いと判断できる。
そこで本データベースでは、植民地期に関してはまず、Sivasubramonian (2000)による系列
を GOI (1948)の分離比を用いて 3 国に分割し、これを、他の統計資料や既存研究を用いて
修正した。 修正の際の基本統計として、 英領の各州政府が発行した Report on the Season and 
Crops を用いたが、パンジャーブ州についてその刊行が始まった年次が本データベースの








める比率は、20 世紀初頭において約 3 分の 2、20 世紀末において 7 割強であった。現パキ
スタン地域に関しては、インドの 18 品目からシコクビエ、亜麻、落花生、茶、コーヒー、
ジュートを抜いた 12 品目を扱い、それらが農業部門粗生産額に占める比率は 20 世紀を通
して8割前後であった。 現バングラデシュ地域に関しては、 インドの18品目からソルガム、
トウジンビエ、シコクビエ、コーヒーを抜いた 14 品目（農業部門粗生産額に占める比率は
                                                  
1  本稿で用いる年度は、 7月1日に始まり6月30日に終わる英領インドの農業年度である。
この年度は現在のパキスタンにおける会計年度でもある。   6
8 割弱から 8 割強に 20 世紀を通して上昇）を扱う。ただし、多期作が可能なバングラデシ
ュの稲作においては、モンスーン後季に栽培され冬に収穫される主作のアマン(aman)、モ
ンスーン前季に栽培されるアウス(aus)、乾季に栽培されるボロ(boro)の区分が重要なため、








は国、下付き文字の t は年度を示す） 。固定価格としては、1938/39 年度、1960 年
2、1980/81
年度の 3 時点を用いた。主要作物シェアおよび付加価値率については、各国・各年の値を





t)、総人口の 3 つの指標も各国・各年について推計した。 
  ここでの農地は、 純作付地(net area sown)と休耕地(current fallow)の合計として定義される





  人口関連推計の原資料は、 おおむね 10 年おきに実施されてきた国勢調査であり、 センサ
ス年の間は内挿した。人口については、Davis (1951)が分離独立以前の統一インドの人口を






の影響を反映したものであり、 労働人口に占める農業比率は、 3 地域とも分離独立前の 70%
を超えた高水準が、分離独立後、徐々に低下し、20 世紀末時点のインドでは 59%、パキス
タンで 42%、バングラデシュで 50%という水準にまで下がっている(付録 1)。とはいえ国
際的には非常に高水準、すなわち南アジア 3 国はまだまだ農業国である(Hayami and Godo 
2005,  川島 2008)。 





                                                  
2  インドについては 1960/61 年度、パキスタン、バングラデシュについては 1959/60 年度で
ある。   7
４．農業の成長と労働生産性、土地生産性の推移 
 
4.1  総産出、労働生産性、土地生産性の成長率 
  農業部門総産出の推移を南アジア 3 国について示したのが図 1 である。 1960 年固定価格
に基づく粗付加価値(Y
k
t)の系列の 3 カ年移動平均を求め、 1959/60 年度が 100 となるように
プロットした
3。図からは、分離独立の 1947 年の数年後を境に、3 地域すべてにおいて、
農業成長が持続的なプラスに転じたことが窺われる。分離独立後の成長率は現パキスタン
地域で最も高く、20 世紀末での農業生産の水準は 1960 年の 4 倍に達している。現インド
地域、 現バングラデシュ地域においても持続的農業成長が 20 世紀後半に観察されるが、 20
世紀末での達成水準は 1960 年の 2.5 倍ほどである。 
＜図 1 挿入＞ 
  3 国がまだイギリスの植民地であった 20 世紀前半に目を移すと、 現バングラデシュ地域
の農業生産水準は緩やかに低下していたのに対し、現インド地域や現パキスタン地域では
緩やかな増加を経験していた（現パキスタン地域の増加の速度が現インド地域を若干上回













t)の系列を、同様にプロットしたのが図 2 と図 3 である
4。 
  労働生産性の図もまた、1950 年代前半を境に、3 地域すべてにおいて、持続的なプラス




＜図 2 挿入＞ 
  土地生産性の図もやはり、同様のコントラスト、すなわち 1950 年代前半を境に、それま
での停滞（とりわけ現バングラデシュ地域で顕著な停滞）が、3 地域すべてにおいて、持
続的なプラス成長に転じていることを、 示している。 現パキスタン地域における 20 世紀末
の土地生産性は 1960 年の 3 倍を超える水準、 20 世紀初頭の 4 倍ほどの水準になっており、
3 地域で最も高いパフォーマンスと言える。とはいえ現インド地域、現バングラデシュ地
域においても、 20 世紀末の土地生産性は 1960 年の 2.5 倍前後となっており、 顕著な土地生
産性の向上が、20 世紀後半の南アジアで生じたことが分かる。 
                                                  
3  以下の図 1~3 は、固定価格を他の年次に変えてもほとんど同じ形状となる。 
4  ここでの定義から明らかなように、本稿で用いる土地生産性、労働生産性はともに、稼
働率を考慮しない概念である。作付集約度を調整することにより稼働率について考慮する
ことが可能になるが、これについては後述する。   8
＜図 3 挿入＞ 
 図 1~3 に示された成長率の推移とその変動の大きさについてパラメトリックに把握する
ために、次の時系列モデルを各国 k について推定した： 






























る。そのため表 1 には、成長率の推定値に加えて変動係数も示した。 
＜表 1 挿入＞ 




  10 年ごとに成長率を推定すると、3 地域とも分離独立以前には統計的に有意な成長はほ
とんど観察されない。例外が 1900 年代と 1930 年代の現パキスタン地域であるが、この理
由については後述する。また、統計的に有意な持続的成長局面に入った時期がいつかを見
ると、インド地域と現パキスタン地域においては 1950 年代である。通常言われている「緑
の革命」による農業成長は 1960 年代後半以降のことであるから、1950 年代の成長は別の
メカニズムで説明される必要がある。 現バングラデシュ地域での 10 年ごとの成長率が統計
的に有意にプラスに転じるのは 1960 年代であって、 現インド地域、 現パキスタン地域に遅
れをとる。しかし現バングラデシュ地域の「緑の革命」は、現インド地域や現パキスタン




4.2  成長への農地拡大と土地生産性向上の貢献 




                                                  








ln(Yt+1/Yt) = [ln(At+1) – ln(At)] + [ln(Yt+1/At+1) – ln(Yt/At)] 
= [ln(At+1) – ln(At)] + [ln(A't+1/At+1) – ln(A't/At)] + [ln(Yt+1/A't+1) – ln(Yt/A't)]
        ( 2 )  
（ただし A'tは各作物の作付面積合計）となる。(2)式の最初の等号は、t 期から t+1 期への
農業成長が、農地面積の拡大（農業の外延的拡大）と、農地面積当たりの生産性の向上と




 表 2 は、表 1 とほぼ同じ時期区分を用いて、(2)式の要因分解を行った結果である。ただ
し回帰分析ではなく、3 カ年移動平均データを用いた成長会計分析を(2)式に基づいて行っ
ているなどの理由から、2 つの表の変化率は完全には一致しない。とはいえ分離独立前と
後の変化や、10 年ごとの成長パフォーマンスを、総産出 Ytおよび土地生産性 Yt/Atに関し
て比較すれば、定性的にほぼ同じ結果となっている。 
＜表 2 挿入＞ 
  まず分かるのは、農地面積拡大が、分離独立前の現インド地域と現パキスタン地域にお
いては主たる成長の源泉であったのに、分離独立後にはその貢献が小さくなったことであ










  とはいえ全体としては、分離独立後の 3 国における成長の源泉が、作付面積当たり生産
                                                                                                                                                  
はなかった。他方、現バングラデシュ地域に関しては、分離独立後の成長率もマイナスに
変化した。すなわちバングラデシュにおいては、総産出の伸びが稼働率を考慮した労働投
入の伸びを下回っていた可能性がある。分析結果については、付録 2 を参照。 
7  「広義の作付集約度」と称した理由は、通常、農業経済学において作付集約度は、作付
面積合計を純作付面積で除して計算されるためである。 純作付面積を A''tとすると、 A't/At = 
(A''t/At) (A't/A''t) = (1-農地に占める休耕地比率)×(通常の用法での作付集約度)である。し
かし農地に占める休耕地比率が低くなることも一種の作付集約度の上昇と考えること
ができることから、ここでは「広義の作付集約度」と表現する。 
8  インド農業における外延的拡大については、 その限界が 19 世紀後半に生じたにもかかわ
らず、日本農業のような土地生産性急増・労働集約性の徹底（ 「勤勉革命」 ）にはすぐには
つながらず、 「緑の革命」を待つことになったという脇村 (2009)の指摘は、本稿のマクロ
分析とおおむね整合的である。   10
性の向上であることを、表 2 は示している。その総産出成長への寄与度は、6 割から 8 割
である。 








面積当たり収量（単収）を上昇させた。その結果が表 2 に表れている。 
  では、表 1 においてパズルとみなした、 「緑の革命」よりも早い時期の農業成長加速につ





5 節、第 6 節でさらに議論する。 







4.3  農業成長加速のタイミングと 3 国間の差異 














t  ,         (3) 






































































                                                  
9 1947 年の国境画定に関する公文書や機密文書がその後、整理・公開され、分離独立の国
境がいかに拙速かつ経済的配慮なしに確定されたのかが明らかになっている。例えば




が望ましい。これについては別稿を期したい。   12
  そこで、1947 年および 1971 年という構造変化のタイミングを外生とみなし、(3)式に基
づくトリプル・ディフェレンスの検定を行った。その結果を表 3 に示す。 
＜表 3 挿入＞ 

























い。バングラデシュ農業における 1980 年代以降の急成長に関しては、藤田 (1993)、Rogaly 
                                                  
11  ただしその解釈には若干の留保が必要である。分離独立後の現バングラデシュ地域の労
働生産性の伸びが他の 2 地域よりも高かった理由のひとつに、 1943 年のベンガル大飢饉に
より数百万人が命をなくした結果、1947 年を境とした成長率加速のトリプル・ディフェレ
ンスにおいて、後期の起点の農業労働人口がトレンドよりも低くなったことの影響が見ら
れることである。現インド地域、現パキスタン地域の 1941 年から 51 年にかけての農業人





12  バングラデシュは 1974 年にも大きな飢饉に見舞われたから、注 11 同様の懸念が生じる
が、1971 年を挟んだ成長率加速のトリプル・ディフェレンスの場合は、後期の起点が 74
年飢饉以前となるため、本稿の分析に与える影響は小さい。   13





  前節までの分析の結果、南アジア 3 国における分離独立以後の農業成長の源泉として、
土地生産性の向上、とりわけ作付面積当たりの生産性向上が重要だったことが判明した。
アジア農業における土地生産性の向上といえば、いわゆる「緑の革命」が想起される。周






性の推移、続いて国民 1 人当たりの食糧生産量の推移を検討する。 
 
5.1  南アジア 3 国における「緑の革命」 
 図 4 には、南アジア 3 国の主食である現インド地域の米と小麦、現パキスタン地域の小
麦、 現バングラデシュ地域における米という 4 作物について、 単収が 20 世紀を通じてどう
変化したかを示す。米については精米ベースの値である。 
＜図 4 挿入＞ 
 第 1 に、この図の形状は大きくは図 3 と似ている。すなわち、分離独立後 3 地域すべて
において、持続的な単収の伸びが実現している。しかしより詳細にみると、成長率の急上
昇は図 3 よりもタイミングがやや遅い。 小麦ではインド、 パキスタンともに 1960 年代後半
に明らかな単収の急上昇が見出される。米の場合は、インド、バングラデシュともに 1950
年代からだらだらと単収が上昇し、 1980 年代後半に若干の加速が観察される。 小麦の 1960
年代後半は、通常言われる南アジアでの「緑の革命」開始時期である。 
  また、図 3 ほどには 3 国間での差がなく、ヘクタール当たり 7～800kg の水準から米で 2
トン、小麦で 2.5 トンといった水準への上昇となっている。図 4 で見る限りは顕著な上昇
だが、20 世紀末での達成水準を国際的に比較すれば、東アジアでの達成水準からはまだト
ン単位で低い(Hayami and Godo 2005)。すなわち単収改善の余地は、まだ残っている。 
  とはいえ図 4 からは、米と小麦の増産へのもうひとつの貢献要因である作付面積拡大の
インパクトが分からない。そこで、個別作物の生産量変化に関する古典的な要因分解、す
なわち 
 ln(Qi, t+1/Qit) = [ln(Ai,t+1) – ln(Ait)] + [ln(Qi,t+1/Ai,t+1) – ln(Qit/Ait)]   (4) 
（ただし下付き文字の i は個別の作物 i を示し、Aitはその作付面積）を行った（表 4）
13。
                                                  
13  同様の作業を、生産量ではなく付加価値について行うことも原理的に可能である。その  14
(4)式は、t 期から t+1 期への作物 i の生産増加が、作付面積の拡大と、単収の向上に分解さ
れることを意味している。 







くなる（インドで 3 分の 2、バングラデシュで 4 分の 3 が、単収増の寄与度であった） 。 
  10 年ごとに見ると、小麦（インド、パキスタン）では 1960 年代に顕著な単収の上方シ
フトがあったことが分かる。また、インドの米では 1950 年代および 80 年代、バングラデ









5.2 人 口1 人当たり食糧生産の推移 








れを各地域の総人口で除した値、 すなわち人口 1 人当たり食糧穀類生産量を、 図 5 に示す。 
＜図 5 挿入＞ 








であった。   15
  この図の形状は、これまで見てきた図 1~4 とずいぶん違った印象を受ける。分離独立の
少し後に、生産の低迷から持続的成長に 3 国とも移行している点は変わりない。しかし植
民地期の低迷の度合いがこれまでの図よりも顕著であり、分離独立後の持続的成長率はそ
れほど高くないため、 20 世紀末の達成水準は、 20 世紀初頭の水準を下回るものとなってい
る。とりわけ現パキスタン地域、現バングラデシュ地域でこの長期的低迷は顕著である。






伸び率がプラスであったということでもある。 人口 1 人当たり食糧生産のトレンドが 1960
年代以降 20 世紀を通じて一貫してマイナスだったサブサハラ ・ アフリカとは比較にならな





ばの南アジアの食糧需給状況であった。これが 20 世紀末には、1 人当たり 180~190kg の食
糧生産量となった。この生産水準からは、飼料に回す余裕もわずかとはいえ生まれるであ
ろう。 
  もちろん 3 国ともある程度の食糧の輸出入を行っているので、生産量すなわち消費量と
いうわけではないが、それでも生産量のトレンドが示唆するところは大きい。食糧輸出入














                                                  
15  パキスタンは食糧の貿易においては南アジア 3 国のやや例外的存在である。香り米
(basmati)という特殊なインディカ米を輸出し、主食の小麦は輸入国となることが多かった
からである。パキスタンの小麦輸入量は年による変動が大きく、長期的な傾向を見出すこ




6.1  作付パターンの長期的変化 








  南アジア 3 国での作付パターンの変化を統一的に比較するために、Sitを 3 種類の方法で
i に関して集計した。まず図 6 は、前節で議論した「食糧穀類」の合計作付シェアに占め
る米と小麦の和の比率である。これは、食糧生産において「緑の革命」作物 2 つへの特化
が生じているかどうかを示す指標である。3 国とも 1 世紀を通じて右上がりのトレンドが







＜図 6 挿入＞ 





品作物の生産が浸透した半面、 1947 年の分離独立、 1971 年のパキスタンからの独立という




＜図 7 挿入＞ 
  主要作物全体がどれほど多様なものになっているかを、集中度を表すハーフィンダール
指数、すなわち Ht = iSit
2によって示したのが図 8 である。この指標 Htは、t 期において全




＜図 8 挿入＞ 




しその上昇が現パキスタン地域では 1980 年代後半以降に天井に達し、 横ばいに転じている
のに対し、 現インド地域では 1990 年代後半にむしろ加速しているという細かな違いはある






ン米を抜いた 15 作物に限ってハーフィンダール指数を計算し直したものも示した。 これに
よると、分離独立前の時期が右上がり、1950 年代半ば以降の時期が右下がりだが、1990
年代になって再び右上がりに転じていることが分かる。 

















6.2  作付シフトの土地生産性への貢献 
  以上のハーフィンダール指数の動きに関する解釈を裏づけるための作業として、作付シ
フトが土地生産性向上に与えたインパクトを定量化してみよう。用いるのは、黒崎 (2000)  18
および Kurosaki (2003)による成長会計分析手法である。作付面積当たりの生産性が 2 時点
間で変化した場合、それは、各作物の作付比率の変化とそれぞれの作物の単位面積当たり
収益性の変化との合成として理解することができる。作物別の付加価値比率データが存在
しないため、付加価値 Y ではなく産出額 Q の系列を用いて要因分解の形で示すと
16、 
(Qt+1/A't+1 - Qt/A't)/(Qt/A't) = [iSit(Qi,t+1/Ai,t+1 - Qit/Ait) + i(Si,t+1 - Sit)Qit/Ait  
+ i(Si,t+1 - Sit)(Qi,t+1/Ai,t+1 - Qit/Ait)]/ (Qt/A't)  ,       (5) 
となる。右辺の大かっこ内の第 1 項は、初期時点の各作物の作付比率が変わらないまま、
観察された単収変化が起こっていたと仮定した場合の土地生産性の変化なので、 「各作物









的作物間シフト効果」 である。 「動学的作物間シフト効果」 によって集計した土地生産性が
向上するのは、 t 期から t+1 期にかけて収益性が向上した作物の作付比率が増加した場合で
ある
18。 
＜表 5 挿入＞ 
 表 5 に、(5)式に基づく要因分解の結果を報告する。まず分離独立前の時期を通して見る
と、作付面積当たり生産額 Qt/A't は現パキスタン地域においてのみ、有意な増加を示した
わけだが、そのうち「各作物の単収効果」の寄与度は 4 分の 3 である。 「動学的な作物間シ
                                                  
16  作物別の付加価値率ではなく、主要作物全体の付加価値率を各作物に適用して要因分解
を行った結果は、中間投入財に利用が傾向的に増えているためにそれぞれの貢献がやや小












シフト効果） 。黒崎 (2000)および Kurosaki (2003)は、この要因分解のモデルを示し、西パン
ジャーブ（現パキスタン地域のパンジャーブ州）において、この空間的シフトの効果が米
や綿花の生産性向上に顕著に貢献したことを実証している。   19
フト効果」が生じたために、さらに土地生産性は 3 割ほど上昇した。具体的には雑穀から
綿花や米へのシフトである。 現パキスタン地域においては 1930 年代、 40 年代においても、
作付シフトが土地生産性向上に寄与するところが大きかった。 
  現インド地域の分離独立前で興味深いのは、 「各作物の単収効果」 がマイナスだったのに




  分離独立後の南アジア 3 国を通して見ると、最も低いバングラデシュでも年率 2%、最
も高いパキスタンでは年率 3.6%の着実な土地生産性向上を経験した(表 5)。しかしそのす




た水準の 3 分の 2 程度だったことになる。特に注意が要るのは、現バングラデシュ地域で





















を克服する鍵は、灌漑である(Hirashima 1978,  脇村 2009)。分離独立後の南アジア農業にお
いては、新たな国境に対応した農産物市場が急激に発達し、対外交易の機会も拡張された
一方で、当初は公共部門による用水路灌漑投資、その後は農家自らの資本による管井戸投








  本稿は、インド、パキスタン、バングラデシュ 3 国の農業がいかなる成長パフォーマン
スを示したかに関し、20 世紀初めからの約 100 年という長期の比較分析を試みた。成長の
源泉として、農地面積の増加、農地利用の集約化、各作物の単収の向上、収益性が高い作
物へのシフトという 4 つの要因に着目した。 実証結果からは、 (1)1947 年の分離独立後にそ






















め、 1980 年代以降の国際的な食糧価格の低迷を考慮に入れた場合に比べて、 20 世紀後半の
農業成長を過大に推計している可能性がある。これらは今後の課題としたい。 
                                                  
19  日本のような家族労働依存度の高い典型的な小農経済と異なり、南アジア農業において
は雇用労働への依存度が高いため、農業経営を行う「耕作者」(cultivators)と、耕作者や農
園などに雇われる 「農業労働者」 (agricultural laborers)に分けることが重要である。 そこで、
両者の比率が時代や地域によってどう異なるかを実証分析する研究が多く見られる(宇佐
美  2002, Krishnamurty 1983)。両者の労働インセンティブは異なるから、同じ労働時間であ
っても、その質が異なるとみなす必要がある。   21
付録１．南アジア 3 国長期農業データの作成方法 
 
A.植民地期の主要作物作付面積と生産量 
  主要作物の作付面積とその生産量の植民地期に関しては、次の 4 つのステップによって
推計した。第 1 に、Sivasubramonian (2000)による統一インドの面積・生産量に現インド、
現パキスタン、現バングラデシュの比率を掛けて、3 地域に分割した。比率は、GOI (1948)
による 1936/37 年度から 45/46 年度までの農業統計遡及推計が存在する年次に関しては、
その比率をそのまま用いた。 1935/36 年度以前および 1946/47 年度については、 まず 1936/37









[non-reported areas]および藩王国、 部族地域） に関しては、 最も近い領域の数値を外挿した。 

















                                                  












  前項にて説明した方法により、1946/47 年度までについては、主要作物の作付面積と生
産量の推計値が得られた。1947/48 年度以降については、基本的にインド、パキスタン、
バングラデシュ各国政府の農業統計を用いて時系列を接続した。ただし原資料の誤植や単












地域、 下付き文字 t は農業年度を指す） 。 基準となる固定価格としては、1938/39 年度、1960
年、1980/81 年度の 3 時点を用いた。 
  1938/39 年度は、植民地期において、物価に関する外生的撹乱要因が比較的少ない年次
と考えられることから、Sivasubramonian (2000)が基準年次として採用している。当時、現
インド、 現パキスタン、 現バングラデシュの 3 地域は統一インドの一部であったことから、
同じ価格体系、すなわち彼の価格推計を、単位の調整のみ行って、そのまま用いた。 





ングラデシュの 2 地域は旧パキスタンの一部であったことから、同じ価格体系を用いた。 
  1980/81 年度の 3 地域の価格もまた、3 国の国民所得統計に関する政府報告書を用いて、
集計に用いられた価格を計算して利用した。 この時期には 3 国とも独立国であることから、




けではない。これについては付録 2 の A で、さらに検討する。 
                                                                                                                                                  
農業生産が本稿で示したよりは停滞の度合いが弱いものとなる。   23
 
C.主要作物粗生産額から農業付加価値への変換 

















































                                                  
21現在の各国の国民所得統計における広義の農業部門 （第一次産業） の定義は以下の通り。






の付加価値系列をこの方法によってまず推計した。 パキスタンでは、  "Major  Crops"、 "Minor 
Crops"、"Livestock"、"Fishing"、"Forestry"の 5 つのサブセクターの合計が第一次産業とな
っている。 バングラデシュの場合、 第一次産業に相当するものが"1. Agriculture and Forestry"
と呼ばれ、"(a) Crops and Horticulture"、"(b) Animal Farmings"、"(c) Forest and related services"
の 3 つのサブセクターの合計となっている。 






いても採用されているものである。   24
＜付表 1 挿入＞ 





レンドがないが、パキスタンでまず 1960 年代前半、続いてインドで 1960 年代後半、遅れ
てバングラデシュにおいて 1980 年代半ばに付加価値率が低下するようになったことが判
明した（付表 1 にその抜粋を掲載） 。3 地域における化学肥料や灌漑費用の上昇、すなわち
農業生産における近代投入財集約化の進展が反映されていると解釈できる。 

















のであって、本稿で用いる 3 つの固定価格のどれとも、1 世紀を通じて同一というわけで
はない。詳細なデータが得られた年次の基準価格年次と本稿の固定価格の 3 つのうちのど
れか 1 つとが重なった場合のみ、正しい推計値となり、それ以外の場合は粗い近似にすぎ



















  植民地期インドの土地統計は、 統計対象地域(Reported area)の面積をまず報告し、 これを、
森林(Forest)、耕作不適地(Not available for cultivation)、耕作可能な放棄地(Cultivable waste)、
休耕地(Current fallow)、純作付地(Net area sown)の 5 つのカテゴリーに分ける分類を基本と
してきた。 純作付地については、 その部分集合として多期作・多毛作地(Area sown more than 
                                                  





















み合わせて、 現インド、 現パキスタン、 現バングラデシュそれぞれに相当する農地面積を、




(Hirashima 1978, Islam 1998)と、定性的に同じトレンドを持つことも確認できた。 






  植民地期インドにおいては、 1871 年に国勢調査(Population Census)が開始され、 それ以降、










                                                  
24  ただし 1971 年の独立戦争で混乱したバングラデシュでは 1971 年でなく、 74 年に延期し
て実施され、 民族間の紛争でセンサス実施が政治問題化したパキスタンでは1991年と2001








年センサス以降について遡及推計されている(Census of India 1961, Paper No.1 of 1967)。こ




のではなく、 Sivasubramonian (2000)から全人口に占める労働人口比率(crude activity rate)と、












かな時系列である。 1980年代以降、 インドでは全国標本調査(National Sample Survey: NSS)、
パキスタンとバングラデシュでは労働力調査(Labor Force Survey: LFS)という標本調査が毎
年ないし数年おきに実施されており、その報告書から調査年における実際の農業就労者数






 付 表 1 に示すように、 農業労働人口の絶対数は 20 世紀を通じて上昇し続けている。 とり
わけ分離独立後の増加が著しい。 しかしこれは主に人口増加の影響を反映したものである。
労働人口に占める農業比率は、分離独立前には 3 地域とも 70%を超える高水準で、ほぼ横
ばいだったが、分離独立後は徐々に低下してきており、20 世紀末時点のインドでは 59%、
パキスタンで 42%、バングラデシュで 50%という水準にまで下がっている。 
   27
付録２  分析結果の頑健性 
 
A.  基準価格年次の変更 
  主要作物の生産額を集計するためのウェイトが、1939 年、1960 年、1981 年の 3 つの基
準年に対応した固定価格である。 総産出、 労働生産性、 土地生産の 3 指標の成長率を、 1947
年の分離独立前と後に分けて、表 1 の形式で示したのが付表 2.1 である。3 地域とも、そし




＜付表 2.1 挿入＞ 
  次に、トリプル・ディフェレンスを用いた成長率の変遷と国家についての関係を、固定








＜付表 2.2 挿入＞ 
 
B. 労働の稼働率を考慮した労働生産性 









＜付表 2.3 挿入＞ 
 付 表2.3 に示すように、現インド地域と現パキスタン地域に関しては、労働稼働率調整
は、労働生産性の成長の変遷に関して大きな差異を生じなかった。これは、両地域におい
て作付集約度の変化の度合いが、農業労働人口の変化の度合いに比べて相対的に小さかっ





＜付表 2.4 挿入＞ 
  1947 年および 1971 年という政治的構造変化の前後で、労働生産性の加速の度合いが 3
地域間で異なっていたかどうかというトリプル・ディフェレンスの作業を、労働の稼働率
を調整して行った結果が付表 2.4 である。分離独立が農業成長の加速に与えたインパクト









はデータの制約上不可能である。そこで、付録 1 の C で推計した農業部門全体の付加価値
率を米や小麦の付加価値率の代理変数とみなして、土地生産性の変化率と成長への寄与率




＜付表 2.5 挿入＞ 
  また、作物間のシフトが土地生産性の向上に与えたインパクトを計算する際にも、中間







た定性的な分析結果は、表 5 に基づくものとほとんど同じである。 
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現バングラデシュ地域 現バングラデシュ地域（アマン除く  )  
表1. インド、パキスタン、バングラデシュにおける農業の成長実績
Y (総産出)  Y/L (農業労働人口当たり産出)  Y/A (農地面積当たり産出)
年成長率 変動係数 年成長率 変動係数 年成長率 変動係数
現インド地域
Ì
1901/02 - 1910/11  1.36%  8.9%  0.63%  8.9%  0.52%  9.3%
 
1931/32 - 1940/41  0.27%  3.2%  -0.09%  3.2%  0.40%  3.0%
 
1971/72 - 1980/81  1.96% **  7.0%  0.53%  7.0%  1.72% *  7.0%
 
1911/12 - 1920/21  -0.70%  11.9%  -0.69%  11.9%  -0.39%  11.8%
 
1921/22 - 1930/31  0.09%  2.5%  0.08%  2.5%  -0.22%  2.9%
 
1941/42 - 1950/51  -0.25%  3.8%  -1.78% ***  3.8%  -0.34%  4.3%
 
1951/52 - 1960/61  2.99% ***  4.3%  2.02% ***  4.3%  2.77% ***  4.1%
 
1961/62 - 1970/71  2.30% **  7.9%  0.32%  7.9%  2.11% **  7.9%
 
1981/82 - 1990/91  2.08% ***  5.3%  0.68%  5.3%  2.04% ***  5.3%
 
1991/92 - 2000/01  2.63% ***  4.1%  1.52% *  4.1%  2.65% ***  4.1%
 
1901/02 - 1946/47  0.37% ***  7.3%  0.11%  7.8%  0.14% *  7.3%
 




1901/02 - 1910/11  4.36% **  14.5%  2.92%  14.5%  1.81%  13.2%
 
1911/12 - 1920/21  -0.21%  14.2%  -0.77%  14.2%  -0.71%  13.




1921/22 - 1930/31  -0.61%  10.3%  -0.49%  10.3%  -1.30%  9.2%
 
1931/32 - 1940/41  2.79% ***  5.3%  2.19% ***  5.3%  2.02% *  5.5%
 
1941/42 - 1950/51  -0.51%  6.5%  -1.63% *  6.5%  -0.46%  5.8%
 
1961/62 - 1970/71  5.77% ***  4.6%  4.57% ***  4.6%  4.88% ***  5.3%
 
1971/72 - 1980/81  3.58% ***  3.0%  1.30% ***  3.0%  2.87% ***  3.1%
 
1981/82 - 1990/91  3.34% ***  4.3%  1.46% **  4.3%  2.95% ***  4.1%
 
1991/92 - 2000/01  2.56% ***  5.2%  1.35% *  5.2%  2.07% **  5.6%
 
1901/02 - 1946/47  1.24% ***  12.8%  0.76% ***  12.5%  0.47% ***  11.2%
 




1901/02 - 1910/11  0.60%  13.1%  -0.56%  13.1%  0.91%  12.0%
 
1911/12 - 1920/21  -1.52%  10.6%  -2.30% *  10.6%  -1.94%  10.6%
 
1921/22 - 1930/31  0.55%  7.4%  0.62%  7.5%  0.72%  7.2%
 
1931/32 - 1940/41  -1.00%  6.6%  -0.94%  6.5%  -0.89%  7.3%
 
1941/42 - 1950/51  -1.64%  8.8%  -1.76%  8.8%  -1.83% *  7.6%
 
1951/52 - 1960/61  0.23%  6.3%  -0.92%  6.4%  0.63%  5.9%
 
1961/62 - 1970/71  2.67% ***  3.7%  1.44% ***  3.7%  2.33% ***  3.7%
 
1971/72 - 1980/81  3.65% ***  3.9%  2.88% ***  3.9%  3.61% ***  3.9%
 
1981/82 - 1990/91  1.78% ***  3.1%  -0.17%  3.1%  2.51% ***  3.5%
 
1991/92 - 2000/01  2.39% ***  5.7%  1.38% *  5.8%  2.01% ***  4.8%
 
1901/02 - 1946/47  -0.30% ***  9.4%  -0.62% ***  10.3%  -0.29% ***  9.4%
 




注：「年成長率」は、(1)式に基づいて、Y  (ないしY/L、Y/A )の自然対数を年トレンドにOLS回帰させた係数（1%有




















1901/02 - 1911/12  0.53  0.55  0.84  1.92  27.7  28.5  43.8 
1911/12 - 1921/22  -0.04  0.25  -0.47  -0.26  13.6  -96.9  183.3 
1921/22 - 1931/32  0.47  0.22  -0.05  0.63  73.6  34.3  -7.9 
1931/32 - 1941/42  -0.06  0.21  -0.11  0.04  n.a.  n.a.  n.a. 
1941/42 - 1951/52  0.16  1.37  -1.35  0.18  87.7  756.6  -744.2 
1951/52 - 1961/62  0.12  0.42  2.55  3.08  3.8  13.6  82.6 
1961/62 - 1971/72  0.15  0.31  1.44  1.90  8.0  16.4  75.6 
1971/72 - 1981/82  0.24  0.35  1.66  2.25  10.6  15.6  73.7 
1981/82 - 1991/92  0.07  -0.70  2.81  2.18  3.2  -32.2  129.0 
1991/92 - 2001/02  0.00  0.20  1.37  1.57  0.2  12.9  86.9 
1901/02 - 1947/48  0.24  0.24  -0.10  0.38  64.4  62.1  -26.5 
1947/48 - 2001/02  0.10  0.39  1.69  2.18  4.4  17.8  77.7
現パキスタン地域 
1901/02 - 1911/12  2.13  0.25  1.64  4.02  53.0  6.2  40.8 
1911/12 - 1921/22  0.90  0.12  -0.15  0.88  102.6  14.0  -16.6 
1921/22 - 1931/32  0.54  0.07  -0.24  0.38  144.6  18.0  -62.6 
1931/32 - 1941/42  1.13  0.49  1.81  3.42  33.0  14.2  52.8 
1941/42 - 1951/52  0.28  -0.32  -0.69  -0.73  -38.4  44.1  94.3 
1951/52 - 1961/62  1.71  -0.71  1.67  2.68  63.9  -26.3  62.5 
1961/62 - 1971/72  0.60  0.83  3.44  4.87  12.4  17.1  70.5 
1971/72 - 1981/82  0.61  0.87  2.22  3.70  16.5  23.5  60.0 
1981/82 - 1991/92  0.38  0.67  2.15  3.21  12.0  20.9  67.1 
1991/92 - 2001/02  0.50  0.09  1.18  1.76  28.2  4.9  66.9 
1901/02 - 1947/48  1.07  0.10  0.61  1.78  60.3  5.4  34.3 
1947/48 - 2001/02  0.71  0.35  1.89  2.96  24.1  12.0  63.9
現バングラデシュ地域 
1901/02 - 1911/12  -0.26  0.99  0.97  1.71  -15.2  58.2  57.0 
1911/12 - 1921/22  0.17  -0.56  -1.23  -1.62  -10.6  34.6  76.0 
1921/22 - 1931/32  -0.12  0.01  0.45  0.35  -33.5  2.7  130.9 
1931/32 - 1941/42  0.05  0.08  -1.39  -1.25  -4.0  -6.6  110.7 
1941/42 - 1951/52  0.27  -0.48  -0.06  -0.27  -101.7  179.8  21.9 
1951/52 - 1961/62  -0.19  -0.03  1.33  1.11  -16.9  -3.1  120.0 
1961/62 - 1971/72  0.29  0.69  -0.01  0.97  29.7  70.9  -0.6 
1971/72 - 1981/82  0.02  1.05  1.75  2.82  0.6  37.3  62.0 
1981/82 - 1991/92  -0.87  0.91  1.95  1.99  -43.9  45.8  98.1 
1991/92 - 2001/02  0.09  0.52  1.68  2.29  4.0  22.7  73.3 
1901/02 - 1947/48  0.03  -0.05  -0.20  -0.21  -15.3  23.3  92.0 














(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b 1) 
現インド地域  1.91% ***  0.69% ***  2.01% ***
現パキスタン地域  2.21% ***  1.08% ***  2.23% ***
現バングラデシュ地域  2.03% ***  1.12% ***  2.14% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド=パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  3.69 *  5.16 **  2.23
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  1.35  0.05  0.32
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  1.04  9.51 ***  1.34
インド=パキスタン=バングラデシュ  3.8  10.15 ***  2.73 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.13%  -0.88% ***  0.79% ***
現バングラデシュ地域  0.35% *  0.07%  0.84% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量）
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 





regression (SUR)によって推定した. 表1と同じ年次データ(1901/02 - 2000/01)を用いているため、3国の場







変化率 合計 作付面積 土地生産性
現インド地域：小麦 
1901/02 - 1911/12  2.20  2.13  4.34  50.8  49.2 
1911/12 - 1921/22  -1.22  -0.45  -1.67  72.9  27.1 
1921/22 - 1931/32  1.86  -1.22  0.64  292.1  -192.1 
1931/32 - 1941/42  -0.14  0.34  0.20  -69.7  169.7 
1941/42 - 1951/52  -0.29  -0.20  -0.49  59.8  40.2 
1951/52 - 1961/62  3.22  1.97  5.19  62.1  37.9 
1961/62 - 1971/72  3.50  4.47  7.96  43.9  56.1 
1971/72 - 1981/82  1.79  2.62  4.40  40.6  59.4 
1981/82 - 1991/92  0.58  3.08  3.66  15.7  84.3 
1991/92 - 2001/02  0.66  1.45  2.11  31.2  68.8 
1901/02 - 1947/48  0.37  -0.15  0.21  173.0  -73.0 
1947/48 - 2001/02  1.94  2.76  4.70  41.3  58.7
現パキスタン地域：小麦 
1901/02 - 1911/12  4.20  2.43  6.63  63.3  36.7 
1911/12 - 1921/22  -0.17  -0.16  -0.32  51.6  48.4 
1921/22 - 1931/32  0.68  -0.63  0.05  n.a.  n.a. 
1931/32 - 1941/42  1.99  1.27  3.27  61.0  39.0 
1941/42 - 1951/52  -0.33  -1.28  -1.61  20.3  79.7 
1951/52 - 1961/62  1.71  0.73  2.44  69.9  30.1 
1961/62 - 1971/72  1.96  3.53  5.50  35.7  64.3 
1971/72 - 1981/82  1.97  3.46  5.43  36.3  63.7 
1981/82 - 1991/92  1.09  1.51  2.59  42.0  58.0 
1991/92 - 2001/02  0.08  1.88  1.96  3.9  96.1 
1901/02 - 1947/48  1.40  0.59  1.98  70.5  29.5 
1947/48 - 2001/02  1.25  1.86  3.11  40.2  59.8
現インド地域：米 
1901/02 - 1911/12  0.96  1.10  2.06  46.7  53.3 
1911/12 - 1921/22  0.30  -1.27  -0.97  -31.1  131.1 
1921/22 - 1931/32  0.07  0.11  0.18  37.7  62.3 
1931/32 - 1941/42  0.46  -1.28  -0.82  -55.9  155.9 
1941/42 - 1951/52  2.58  -1.32  1.26  205.1  -105.1 
1951/52 - 1961/62  1.43  3.25  4.68  30.5  69.5 
1961/62 - 1971/72  0.66  1.17  1.83  35.9  64.1 
1971/72 - 1981/82  0.65  1.50  2.15  30.3  69.7 
1981/82 - 1991/92  0.65  3.00  3.65  17.8  82.2 
1991/92 - 2001/02  0.17  1.07  1.23  13.6  86.4 
1901/02 - 1947/48  0.68  -0.32  0.36  188.1  -88.1 
1947/48 - 2001/02  0.89  1.63  2.51  35.3  64.7
現バングラデシュ地域：米 
1901/02 - 1911/12  1.04  1.60  2.64  39.3  60.7 
1911/12 - 1921/22  -0.23  -1.38  -1.61  14.5  85.5 
1921/22 - 1931/32  -0.31  0.07  -0.24  130.9  -30.9 
1931/32 - 1941/42  -0.34  -2.80  -3.14  10.8  89.2 
1941/42 - 1951/52  0.29  0.39  0.68  42.6  57.4 
1951/52 - 1961/62  0.52  1.92  2.44  21.2  78.8 
1961/62 - 1971/72  1.02  -0.02  1.00  101.8  -1.8 
1971/72 - 1981/82  0.83  2.23  3.07  27.2  72.8 
1981/82 - 1991/92  -0.16  2.83  2.67  -6.0  106.0 
1991/92 - 2001/02  0.44  2.72  3.16  13.9  86.1 
1901/02 - 1947/48  0.03  -0.35  -0.32  -8.4  108.4 
1947/48 - 2001/02  0.55  1.70  2.25  24.5  75.5
出所、注：表2を参照. 要因分解式は本文の(4)式. 表5. インド、パキスタン、バングラデシュ農業における土地生産性変化への作付シフトの寄与
作付面積当たり生産額(Q/A')の年変化率 (%) 合計を100%とした寄与率 (%)
各作物の単 静学的作物 動学的作物 各作物の単 静学的作物 動学的作物
収効果 間シフト効果 間シフト効果 合計 収効果 間シフト効果 間シフト効果
現インド地域 
1901/02 - 1911/12  0.92  -0.05  -0.06  0.81  113.4  -6.3  -7.1 
1911/12 - 1921/22  -0.24  -0.10  0.07  -0.27  88.5  36.4  -24.9 
1921/22 - 1931/32  0.03  0.27  -0.08  0.23  14.1  119.1  -33.3 
1931/32 - 1941/42  -0.36  0.30  -0.06  -0.11  324.5  -277.5  53.0 
1941/42 - 1951/52  -1.49  0.30  -0.02  -1.21  123.0  -24.5  1.5 
1951/52 - 1961/62  2.76  0.14  -0.01  2.89  95.3  5.0  -0.3 
1961/62 - 1971/72  1.55  0.15  0.20  1.90  81.6  8.0  10.3 
1971/72 - 1981/82  1.83  0.35  0.09  2.28  80.6  15.4  4.0 
1981/82 - 1991/92  3.10  0.44  0.14  3.68  84.2  12.1  3.7 
1991/92 - 2001/02  0.87  0.59  0.06  1.51  57.5  38.7  3.7 
1901/02 - 1947/48  -0.15  0.01  0.15  0.00  n.a.  n.a.  n.a. 
1947/48 - 2001/02  2.38  0.26  0.66  3.30  72.1  8.0  20.0
現パキスタン地域 
1901/02 - 1911/12  1.84  -0.19  0.09  1.74  105.4  -10.8  5.4 
1911/12 - 1921/22  0.06  -0.05  0.02  0.02  n.a.  n.a.  n.a. 
1921/22 - 1931/32  -0.35  0.03  0.02  -0.31  113.4  -8.5  -4.9 
1931/32 - 1941/42  1.51  0.16  0.32  1.99  75.8  8.2  16.0 
1941/42 - 1951/52  -0.80  0.18  0.03  -0.58  136.6  -30.6  -6.0 
1951/52 - 1961/62  1.03  0.85  0.03  1.92  53.8  44.4  1.8 
1961/62 - 1971/72  3.37  0.52  0.28  4.16  80.8  12.5  6.7 
1971/72 - 1981/82  1.72  0.63  0.13  2.49  69.2  25.4  5.4 
1981/82 - 1991/92  2.35  0.07  0.21  2.63  89.3  2.5  8.2 
1991/92 - 2001/02  1.19  0.23  0.02  1.43  82.8  16.1  1.1 
1901/02 - 1947/48  0.55  -0.03  0.22  0.74  74.5  -4.0  29.6 
1947/48 - 2001/02  2.46  0.48  0.63  3.57  68.9  13.4  17.7
現バングラデシュ地域（3種類の米を別に扱った場合） 
1901/02 - 1911/12  1.42  -0.31  -0.11  0.99  142.9  -31.6  -11.4 
1911/12 - 1921/22  -1.04  -0.05  0.00  -1.09  96.0  4.2  -0.2 
1921/22 - 1931/32  0.37  0.03  0.06  0.47  79.8  7.4  12.9 
1931/32 - 1941/42  -2.00  0.74  -0.05  -1.32  151.8  -55.9  4.1 
1941/42 - 1951/52  0.79  -0.58  -0.16  0.05  n.a.  n.a.  n.a. 
1951/52 - 1961/62  1.41  0.15  0.01  1.57  90.0  9.6  0.4 
1961/62 - 1971/72  -0.40  0.57  0.10  0.28  -139.4  202.5  36.9 
1971/72 - 1981/82  1.86  -0.04  0.16  1.98  93.9  -2.1  8.3 
1981/82 - 1991/92  1.29  1.10  -0.05  2.35  55.0  47.0  -2.0 
1991/92 - 2001/02  1.81  0.34  0.16  2.32  78.3  14.7  7.0 
1901/02 - 1947/48  -0.16  -0.02  0.01  -0.17  96.4  10.4  -6.8 
1947/48 - 2001/02  1.39  0.29  0.37  2.04  67.9  14.1  18.0
現バングラデシュ地域（米を1作物として扱った場合） 
1901/02 - 1947/48  -0.18  0.01  0.00  -0.17  107.6  -6.8  -0.8 






 付表1.1. インド、パキスタン、バングラデシュ長期農業データ抜粋：現インド地域 
1901/02  1911/12  1921/22  1931/32  1941/42  1951/52  1961/62  1971/72  1981/82  1991/92  2001/02
作付面積 (1000ha)
米  19514  21479  22136  22284  23332  30203  34839  37205  39707  42370  43088
小麦  7607  9481  8394  10107  9969  9682  13362  18956  22664  24006  25644
ソルガム  12102  11706  14873  14804  14925  16351  18358  16563  16262  13253  9694
トウジンビエ  6732  7548  7270  7437  8240  9770  11236  12167  11461  10374  8989
大麦  2647  3444  2955  2811  2801  3173  3179  2486  1673  944  715
メイズ  2810  2783  2935  2976  2959  3358  4519  5776  5887  5909  6613
シコクビエ  2380  2704  2695  2773  2461  2212  2503  2409  2516  2069  1618
ヒヨコマメ  5061  6481  6251  6859  6305  7219  9345  7573  7284  6518  5660
亜麻  1397  1961  1265  1451  1516  1382  1890  1896  1632  960  538
ゴマ  1900  2142  1968  2009  1985  2329  2324  2371  2427  2422  1623
菜種類  1389  2174  1772  2164  1966  2192  3059  3419  4113  6176  4675
落花生  193  459  890  2587  3229  4735  6878  7275  7148  8381  6303
サトウキビ  936  898  907  1071  1397  1792  2371  2486  3073  3701  4415
茶  175  204  250  284  295  315  332  357  387  420  511
コーヒー  99  85  82  80  83  92  118  140  218  262  350
タバコ  301  327  333  346  414  336  408  450  466  419  312
綿花  5502  8228  7509  8428  7577  6266  7773  7695  7917  7548  8445
ジュート  249  331  214  275  374  764  1162  1061  1156  1021  1034
　18作物の作付面積合計  70994  82436  82698  88746  89827  102170  123657  130282  135990  136752  130226
生産量 (1000トン)
米  18214  22370  20306  20669  19038  21592  34485  41402  51332  73946  83660
小麦  4970  7667  6487  6913  7051  6715  11282  25015  38853  56012  69184
ソルガム  5940  6023  6912  7173  7213  6310  9197  7609  11082  10864  7367
トウジンビエ  2393  2856  3091  3132  3519  2711  3629  5772  5337  6813  6556
大麦  2729  3245  3174  2594  2350  2558  2796  2580  2051  1617  1419
メイズ  2328  2516  2593  2702  2466  2225  4333  6300  6801  9006  12117
シコクビエ  1933  2023  2227  2317  1966  1359  1970  2095  2535  2484  2139
ヒヨコマメ  3435  4829  4357  3853  3975  3749  5799  4939  4753  4632  4483
亜麻  400  663  446  463  436  357  430  477  427  301  195
ゴマ  378  544  472  507  489  456  394  465  529  766  560
菜種類  773  1077  809  859  849  854  1332  1739  2297  5298  4372
落花生  241  500  1091  2742  3128  3201  4957  5461  5837  7723  5853
サトウキビ  20584  23667  24518  36472  46240  56560  101960  121602  176704  241025  293516
茶  77  111  126  162  201  291  341  437  564  743  839
コーヒー  20  17  17  18  17  24  42  90  133  173  292
タバコ  312  383  414  326  370  238  329  384  528  579  461
綿花  521  727  863  885  918  547  906  989  1271  1753  1595
ジュート  302  352  207  322  365  801  1241  1147  1422  1687  2011
主要作物シェア  0.641  0.668  0.657  0.658  0.656  0.640  0.734  0.739  0.727  0.779  0.727
付加価値率  0.947  0.951  0.942  0.942  0.943  0.937  0.937  0.910  0.874  0.846  0.844
粗付加価値額Y (100万ルピー) 
1939年価格  6571  7932  7698  8206  8366  8814  12006  14531  18471  22854  27315 
1960年価格  35597  43145  42049  44794  44985  45808  62359  75402  94411  117369  137342 
1981年価格  141306  173337  169883  182429  185644  185497  253562  298950  372636  461225  531940
農地面積A (100万ha)  141.0  149.2  148.8  155.3  155.2  156.7  159.5  161.0  165.1  166.2  166.4
人口(100万人)
農業労働人口L  81.1  86.6  86.6  87.0  91.3  105.8  117.8  142.9  164.9  189.3  213.2






 付表1.2. インド、パキスタン、バングラデシュ長期農業データ抜粋：現パキスタン地域 
1901/02  1911/12  1921/22  1931/32  1941/42  1951/52  1961/62  1971/72  1981/82  1991/92  2001/02
作付面積 (1000ha)
米  611.6  630.6  724.3  759.5  840.2  920.0  1194.0  1479.7  1962.4  2061.0  2238.6
小麦  2165.9  3295.0  3240.9  3469.8  4234.1  4098.0  4861.3  5915.0  7201.5  8029.6  8090.8
ソルガム  579.1  556.7  478.5  546.7  508.7  498.0  491.7  521.7  392.0  400.9  349.9
トウジンビエ  813.5  798.5  996.0  1045.7  1051.1  894.3  809.7  707.0  467.7  430.2  385.2
大麦  187.2  245.5  242.7  153.9  213.2  181.3  190.0  153.4  247.9  155.1  110.5
メイズ  361.6  330.1  329.4  326.0  363.8  388.0  470.7  639.3  766.0  853.4  940.2
ヒヨコマメ  226.4  592.1  864.7  1015.9  934.4  931.0  1172.7  965.1  879.1  1032.0  934.0
ゴマ  78.8  71.3  45.8  39.0  19.0  24.0  35.3  34.3  38.7  68.2  108.3
菜種類  188.9  198.0  332.8  224.5  348.8  480.0  481.7  535.3  398.0  291.5  265.7
サトウキビ  83.5  69.0  104.1  124.1  135.9  210.3  454.3  574.0  890.4  888.2  1020.2
タバコ  14.1  26.7  26.2  29.5  28.3  20.0  43.3  52.0  42.3  52.0  47.3
綿花  294.3  597.2  639.8  858.5  1383.6  1315.7  1354.3  1900.6  2195.2  2777.9  2947.0
　12作物の作付面積合計  5604.9  7410.6  8025.2  8593.1  10061.2  9960.7  11559.0  13477.4  15481.1  17039.9  17437.8
生産量 (1000トン)
米  501.7  589.6  716.1  772.9  719.4  809.3  1084.0  2263.7  3332.5  3206.7  4387.5
小麦  1406.6  2729.6  2643.6  2656.6  3682.6  3136.0  4003.7  6936.2  11934.8  15468.6  18810.9
ソルガム  384.6  358.7  277.2  259.6  285.4  226.7  239.7  314.3  225.7  233.9  214.2
トウジンビエ  397.5  378.0  404.2  370.2  534.0  310.7  366.0  339.7  235.3  179.2  201.5
大麦  131.3  223.6  193.5  130.2  149.2  108.3  116.3  101.0  172.8  146.7  99.6
メイズ  283.9  368.3  329.2  363.6  376.0  374.0  472.0  709.7  968.7  1190.4  1681.5
ヒヨコマメ  93.5  354.9  472.1  549.7  467.6  501.7  637.0  518.8  373.9  463.7  478.0
ゴマ  17.3  20.7  12.0  10.6  4.6  7.0  8.7  11.3  15.3  28.0  46.5
菜種類  73.2  105.3  175.2  100.8  180.8  175.3  225.3  285.7  246.0  218.3  222.2
サトウキビ  1296.4  1098.9  2065.1  2439.5  3371.8  6057.3  14812.0  21025.9  33634.9  37637.5  47901.3
タバコ  14.0  26.3  30.3  30.7  34.5  30.7  67.0  87.7  67.0  91.3  89.2
綿花  25.7  51.3  77.4  108.3  310.3  272.0  330.6  650.9  762.7  1787.3  1790.2
主要作物シェア  0.773  0.806  0.792  0.793  0.791  0.786  0.825  0.832  0.825  0.815  0.788
付加価値率  0.898  0.901  0.893  0.893  0.894  0.886  0.878  0.874  0.873  0.856  0.844
粗付加価値額Y (100万ルピー) 
1939年価格  335.6  495  545  563  772  737  1002  1589  2336  3085  3731 
1960年価格  1761  2633  2875  2985  4202  3906  5107  8315  12035  16589  19778 
1981年価格  7624  11507  13032  13755  18644  17643  23086  35832  49524  69156  81689
農地面積A (100万ha)  9.22  11.23  12.53  12.85  15.00  15.11  17.90  19.09  20.42  21.06  22.27
人口(100万人)
農業労働人口L  5.70  6.53  6.87  6.84  7.30  8.15  8.97  10.22  12.80  15.36  17.59




 付表1.3. インド、パキスタン、バングラデシュ長期農業データ抜粋：現バングラデシュ地域 
1901/02  1911/12  1921/22  1931/32  1941/42  1951/52  1961/62  1971/72  1981/82  1991/92  2001/02
作付面積 (1000ha)
米(アウス)  1641.9  1918.6  1974.6  2057.2  2009.1  2186.2  2477.5  3040.9  3138.3  1919.4  1270.7
米(アマン)  6019.6  6579.4  6345.6  6016.7  5770.7  5721.8  5784.6  5621.6  6013.0  5770.4  5680.7
米(ボロ)  217.2  244.3  220.9  208.2  225.2  332.4  416.2  950.1  1298.2  2593.9  3793.3
小麦  21.7  28.3  25.8  30.1  28.4  38.9  63.0  124.4  548.0  603.5  740.4
大麦  48.2  51.6  52.8  54.5  43.1  33.7  31.4  30.6  15.2  15.4  4.1
メイズ  3.9  3.7  3.9  3.8  4.3  4.5  8.2  2.9  2.0  3.9  28.4
ヒヨコマメ  77.2  85.2  119.6  125.8  110.4  81.2  57.9  65.6  55.2  34.7  15.6
亜麻  36.5  36.3  37.8  38.3  38.2  24.8  20.8  13.2  14.9  7.6  7.0
ゴマ  58.0  70.1  60.9  60.5  60.5  58.4  54.8  46.7  59.8  82.0  75.1
菜種類  277.7  311.5  237.9  210.8  199.9  201.9  232.6  198.3  190.3  339.1  306.1
落花生  0.0  0.0  0.0  0.1  0.5  2.6  11.1  27.1  22.2  37.9  29.6
サトウキビ  96.2  70.5  74.3  74.0  109.2  95.2  119.7  144.1  158.6  187.6  169.2
茶  25.4  29.9  36.4  42.7  43.7  30.1  32.2  44.5  44.6  47.7  49.5
タバコ  72.7  62.7  60.0  58.4  67.0  52.5  42.1  44.0  52.9  36.9  30.5
綿花  20.5  31.1  28.8  32.8  32.0  22.8  17.0  11.1  14.7  19.0  19.4
ジュート  666.8  885.2  571.9  734.5  1131.6  728.0  715.2  830.8  594.3  557.2  447.1
　16作物の作付面積合計  9283.4  10408.3  9851.3  9748.4  9873.8  9615.0  10084.2  11195.7  12222.1  12256.2  12666.6
生産量 (1000トン)
米(アウス)  1289.9  1847.7  1586.3  1787.4  1350.3  1679.0  2342.3  2482.3  3208.0  2171.7  1858.2
米(アマン)  7007.0  8954.2  7640.3  7218.9  5159.3  5237.7  6424.0  5731.3  7563.0  9372.0  11030.7
米(ボロ)  253.5  336.3  254.4  254.4  252.3  320.3  471.7  2000.3  3110.0  6583.3  11969.4
小麦  11.9  19.5  17.1  17.9  17.2  22.3  38.3  104.3  1052.0  1081.7  1625.2
大麦  28.4  27.7  31.6  31.0  24.2  15.7  18.7  21.0  10.0  11.3  2.8
メイズ  3.5  3.8  4.0  3.8  3.4  2.7  6.3  2.5  1.0  4.3  146.3
ヒヨコマメ  58.7  70.3  97.4  86.5  76.1  50.7  35.7  50.2  38.7  25.5  11.3
亜麻  15.8  20.9  22.3  18.0  16.9  10.3  10.3  6.6  7.7  5.1  5.0
ゴマ  21.6  34.5  28.7  30.1  28.4  28.3  25.3  27.6  32.0  47.0  46.0
菜種類  126.9  148.1  104.2  101.6  90.2  97.3  101.3  118.7  122.3  238.3  229.7
落花生  0.0  0.0  0.0  0.0  0.3  2.0  14.0  37.6  24.0  40.7  39.0
サトウキビ  256.0  218.1  232.7  271.5  405.5  347.9  437.4  620.1  699.8  754.5  669.4
茶  10.0  14.7  15.0  22.3  30.0  20.3  22.7  22.2  39.6  47.3  53.5
タバコ  80.4  83.3  83.1  62.0  66.7  45.7  28.7  37.7  49.3  34.7  37.3
綿花  2.7  3.8  4.6  4.8  5.8  3.0  3.0  1.7  2.9  5.4  4.2
ジュート  1047.5  1221.0  718.6  1118.2  1308.8  1140.3  1124.3  1064.5  875.1  908.9  826.6
主要作物シェア  0.778  0.811  0.797  0.798  0.796  0.793  0.850  0.857  0.839  0.838  0.815
付加価値率  0.953  0.956  0.948  0.948  0.948  0.939  0.927  0.903  0.896  0.882  0.847
粗付加価値額Y (100万ルピー) 
1939年価格  1309.3  1606  1332  1381  1143  1132  1252  1314  1791  2233  2931 
1960年価格  7850  9310  7916  8195  7229  7037  7862  8664  11489  14015  17620 
1981年価格  37773  46414  38963  39510  31796  31954  35678  37931  52438  65949  87027
農地面積A (100万ha)  8.90  8.46  8.89  8.71  8.80  9.00  8.88  9.09  9.13  8.33  8.44
人口(100万人)
農業労働人口L  9.72  10.87  11.66  11.58  11.53  11.80  13.25  14.93  16.30  19.66  21.88





Y (総産出)  Y/L (農業労働人口当たり産出)  Y/A (農地面積当たり産出)




1901/02 - 1946/47  0.41% ***  7.2%  0.16% *  7.5%  0.18% **  7.1%
 




1901/02 - 1946/47  0.37% ***  7.3%  0.11%  7.8%  0.14% *  7.3%
 




1901/02 - 1946/47  0.47% ***  8.0%  0.21% **  8.5%  0.24% **  7.9%
 





1901/02 - 1946/47  1.17% ***  12.9%  0.68% ***  12.6%  0.39% ***  11.2%
 




1901/02 - 1946/47  1.24% ***  12.8%  0.76% ***  12.5%  0.47% ***  11.2%
 




1901/02 - 1946/47  1.34% ***  12.9%  0.86% ***  12.6%  0.57% ***  11.3%
 





1901/02 - 1946/47  -0.53% ***  7.6%  -0.85% ***  10.4%  -0.52% ***  9.9%
 




1901/02 - 1946/47  -0.30% ***  9.4%  -0.62% ***  10.3%  -0.29% ***  9.4%
 




1901/02 - 1946/47  -0.59% ***  10.7%  -0.91% ***  11.0%  -0.58% ***  10.5%
 
1947/48 - 2000/01  1.87% ***  7.7%  0.65% ***  7.3%  2.00% ***  8.7%

注：1960年価格を用いた場合の分析結果は、表1からの抜粋. データ出所と計算方法についても表1を参照. 付表2.2. インド、パキスタン、バングラデシュにおける農業成長率の変遷と国家：基準価格に対する頑健性 
Y (総産出)  Y/L (労働生産性)  Y/A (土地生産性) 
1939年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  1.92% ***  0.71% ***  2.02% ***
現パキスタン地域  2.24% ***  1.12% ***  2.26% ***
現バングラデシュ地域  2.30% ***  1.39% ***  2.41% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  4.46 **  5.94 **  2.93 *
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  0.09  2.54  0.80
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  10.17 ***  27.43 ***  10.29 ***
インド=パキスタン=バングラデシュ  12.19 ***  27.74 ***  11.43 *** 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.37%  -1.12% ***  0.55% **
現バングラデシュ地域  0.98% ***  0.69% ***  1.47% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  27.65 ***  43.12 ***  11.57 *** 
1960年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  1.91% ***  0.69% ***  2.01% ***
現パキスタン地域  2.21% ***  1.08% ***  2.23% ***
現バングラデシュ地域  2.03% ***  1.12% ***  2.14% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量）
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  3.69 *  5.16 **  2.23
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  1.35  0.05  0.32
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  1.04  9.51 ***  1.34
インド=パキスタン=バングラデシュ  3.8  10.15 ***  2.73 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.13%  -0.88% ***  0.79% ***
現バングラデシュ地域  0.35% *  0.07%  0.84% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  4.08 **  13.02 ***  0.05 
1981年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  1.71% ***  0.50% ***  1.81% ***
現パキスタン地域  1.89% ***  0.76% ***  1.91% ***
現バングラデシュ地域  2.47% ***  1.56% ***  2.58% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  1.32  2.50  0.43
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  11.60 ***  21.45 ***  17.20 ***
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  32.80 ***  52.83 ***  34.09 ***
インド=パキスタン=バングラデシュ  33.17 ***  54.92 ***  35.49 *** 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.05%  -0.79% ***  0.87% ***
現バングラデシュ地域  1.05% ***  0.76% ***  1.54% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  17.82 ***  29.52 ***  6.09 **
注：1960年価格を用いた場合の分析結果は表3からの抜粋. データ出所と計算方法についても表3を参照. 付表2.3. 稼働率を調整した労働生産性の成長実績
Y/ (L*S 5) (稼働率調整農業
Y/L (農業労働人口当たり産出) 
労働人口当たり産出)




1901/02 - 1946/47  0.16% *  7.5%  -0.05%  6.9%
 




1901/02 - 1946/47  0.11%  7.8%  -0.09%  7.2%
 




1901/02 - 1946/47  0.21% **  8.5%  0.01%  7.8%
 





1901/02 - 1946/47  0.68% ***  12.6%  0.56% ***  10.0%
 




1901/02 - 1946/47  0.76% ***  12.5%  0.64% ***  10.1%
 




1901/02 - 1946/47  0.86% ***  12.6%  0.74% ***  9.5%
 





1901/02 - 1946/47  -0.85% ***  10.4%  -0.80% ***  11.0%
 




1901/02 - 1946/47  -0.62% ***  10.3%  -0.57% ***  10.9%
 




1901/02 - 1946/47  -0.91% ***  11.0%  -0.86% ***  11.6%
 
1947/48 - 2000/01  0.65% ***  7.3%  -0.07%  5.8%

注：稼働率を調整しない分析結果は付表2.1からの抜粋. データ出所と計算方法については表1を参照.
　稼働率調整農業労働人口=農業労働人口×（総作付面積/農地面積）. 付表2.4. 稼働率を調整した労働生産性の成長と国家 
Y/L (農業労働人口 Y/ (L*S 5) (稼働率調整農
当たり産出)  業労働人口当たり産出) 
1939年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  0.71% ***  0.71% ***
現パキスタン地域  1.12% ***  0.77% ***
現バングラデシュ地域  1.39% ***  0.63% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  5.94 **  0.10
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  2.54  0.75
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  27.43 ***  0.52
インド=パキスタン=バングラデシュ  27.74 ***  1.05 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -1.12% ***  -1.81% ***
現バングラデシュ地域  0.69% ***  0.38% **
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量）
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  43.12 ***  66.58 *** 
1960年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  0.69% ***  0.70% ***
現パキスタン地域  1.08% ***  0.74% ***
現バングラデシュ地域  1.12% ***  0.36% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  5.16 **  0.05
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  0.05  6.61 **
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  9.51 ***  6.64 **
インド=パキスタン=バングラデシュ  10.15 ***  11.60 *** 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.88% ***  -1.57% ***
現バングラデシュ地域  0.07%  -0.24%
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  13.02 ***  25.75 *** 
1981年価格 
1. 分離独立(1947年)のインパクト
(a) 1947年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現インド地域  0.50% ***  0.50% ***
現パキスタン地域  0.76% ***  0.41% ***
現バングラデシュ地域  1.56% ***  0.80% ***
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
インド  =パキスタン (b 1 
I = b 1 
P )  2.50  0.25
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  21.45 ***  5.59 **
バングラデシュ=インド (b 1 
B = b 1 
I )  52.83 ***  4.94 **
インド=パキスタン=バングラデシュ  54.92 ***  8.17 ** 
2. バングラデシュ独立(1971年)のインパクト
(a) 1971年以降の成長率の加速 (本文(3)式の係数b1) 
現パキスタン地域  -0.79% ***  -1.49% ***
現バングラデシュ地域  0.76% ***  0.45% **
(b) 成長率加速の地域間格差に関する統計的有意性（χ2統計量） 
パキスタン=バングラデシュ (b 1 
P = b 1 
B )  29.52 ***  49.86 ***
注：稼働率を調整しない分析結果は付表2.2からの抜粋. データ出所と計算方法については表3を参照.
　稼働率調整農業労働人口=農業労働人口×（総作付面積/農地面積）. 付表2.5. インド、パキスタン、バングラデシュにおける「緑の革命」、付加価値ベースの計算




変化率 合計 作付面積 土地生産性
現インド地域：小麦 
1901/02 - 1911/12  2.20  2.17  4.37  50.4  49.6 
1911/12 - 1921/22  -1.22  -0.54  -1.75  69.4  30.6 
1921/22 - 1931/32  1.86  -1.23  0.63  295.9  -195.9 
1931/32 - 1941/42  -0.14  0.34  0.20  -68.4  168.4 
1941/42 - 1951/52  -0.29  -0.26  -0.55  53.4  46.6 
1951/52 - 1961/62  3.22  1.97  5.19  62.1  37.9 
1961/62 - 1971/72  3.50  4.17  7.66  45.6  54.4 
1971/72 - 1981/82  1.79  2.22  4.01  44.6  55.4 
1981/82 - 1991/92  0.58  2.75  3.33  17.3  82.7 
1991/92 - 2001/02  0.66  1.43  2.08  31.6  68.4 
1901/02 - 1947/48  0.37  -0.18  0.19  191.8  -91.8 
1947/48 - 2001/02  1.94  2.56  4.50  43.1  56.9
現パキスタン地域：小麦 
1901/02 - 1911/12  4.20  2.47  6.67  62.9  37.1 
1911/12 - 1921/22  -0.17  -0.24  -0.40  41.0  59.0 
1921/22 - 1931/32  0.68  -0.64  0.04  n.a.  n.a. 
1931/32 - 1941/42  1.99  1.28  3.27  60.9  39.1 
1941/42 - 1951/52  -0.33  -1.34  -1.67  19.6  80.4 
1951/52 - 1961/62  1.71  0.63  2.34  73.2  26.8 
1961/62 - 1971/72  1.96  3.48  5.44  36.1  63.9 
1971/72 - 1981/82  1.97  3.46  5.42  36.3  63.7 
1981/82 - 1991/92  1.09  1.31  2.39  45.4  54.6 
1991/92 - 2001/02  0.08  1.73  1.81  4.2  95.8 
1901/02 - 1947/48  1.40  0.57  1.96  71.2  28.8 
1947/48 - 2001/02  1.25  1.76  3.01  41.5  58.5
現インド地域：米 
1901/02 - 1911/12  0.96  1.14  2.10  45.8  54.2 
1911/12 - 1921/22  0.30  -1.36  -1.06  -28.5  128.5 
1921/22 - 1931/32  0.07  0.11  0.17  38.8  61.2 
1931/32 - 1941/42  0.46  -1.28  -0.82  -56.2  156.2 
1941/42 - 1951/52  2.58  -1.38  1.20  215.2  -115.2 
1951/52 - 1961/62  1.43  3.25  4.68  30.5  69.5 
1961/62 - 1971/72  0.66  0.88  1.53  42.8  57.2 
1971/72 - 1981/82  0.65  1.10  1.76  37.1  62.9 
1981/82 - 1991/92  0.65  2.67  3.32  19.6  80.4 
1991/92 - 2001/02  0.17  1.04  1.21  13.9  86.1 
1901/02 - 1947/48  0.68  -0.34  0.34  199.5  -99.5 
1947/48 - 2001/02  0.89  1.43  2.32  38.3  61.7
現バングラデシュ地域：米 
1901/02 - 1911/12  1.04  1.65  2.69  38.7  61.3 
1911/12 - 1921/22  -0.23  -1.47  -1.70  13.7  86.3 
1921/22 - 1931/32  -0.31  0.07  -0.24  128.1  -28.1 
1931/32 - 1941/42  -0.34  -2.80  -3.14  10.8  89.2 
1941/42 - 1951/52  0.29  0.30  0.59  49.1  50.9 
1951/52 - 1961/62  0.52  1.80  2.31  22.4  77.6 
1961/62 - 1971/72  1.02  -0.29  0.73  139.4  -39.4 
1971/72 - 1981/82  0.83  2.16  3.00  27.8  72.2 
1981/82 - 1991/92  -0.16  2.67  2.51  -6.4  106.4 
1991/92 - 2001/02  0.44  2.32  2.76  15.9  84.1 
1901/02 - 1947/48  0.03  -0.37  -0.34  -7.9  107.9 
1947/48 - 2001/02  0.55  1.50  2.05  26.9  73.1
注：生産量ベースの計算結果については表4を参照. データ出所と計算方法についても表4を参照.付表2.6. インド、パキスタン、バングラデシュ農業における土地生産性変化への作付シフトの寄与、付加価値ベースの計算
作付面積当たり付加価値額(Y/A' )の年変化率 (%) 合計を100%とした寄与率 (%)
各作物の土地 静学的作物 動学的作物 各作物の土地 静学的作物 動学的作物
生産性効果 間シフト効果 間シフト効果 合計 生産性効果 間シフト効果 間シフト効果
現インド地域 
1901/02 - 1911/12  0.97  -0.05  -0.06  0.86  112.8  -6.0  -6.8 
1911/12 - 1921/22  -0.32  -0.10  0.07  -0.35  91.3  27.8  -19.1 
1921/22 - 1931/32  0.03  0.27  -0.08  0.22  12.0  122.1  -34.1 
1931/32 - 1941/42  -0.35  0.30  -0.06  -0.11  333.2  -288.0  54.8 
1941/42 - 1951/52  -1.54  0.30  -0.02  -1.26  122.0  -23.5  1.6 
1951/52 - 1961/62  2.76  0.14  -0.01  2.89  95.3  5.0  -0.3 
1961/62 - 1971/72  1.21  0.15  0.19  1.55  78.2  9.8  11.9 
1971/72 - 1981/82  1.37  0.35  0.07  1.80  76.4  19.5  4.1 
1981/82 - 1991/92  2.68  0.44  0.12  3.24  82.7  13.7  3.6 
1991/92 - 2001/02  0.84  0.59  0.06  1.48  56.8  39.5  3.7 
1901/02 - 1947/48  -0.17  0.01  0.15  -0.02  n.a.  n.a.  n.a. 
1947/48 - 2001/02  1.95  0.26  0.57  2.78  70.2  9.5  20.3
現パキスタン地域 
1901/02 - 1911/12  1.89  -0.19  0.09  1.79  105.3  -10.5  5.2 
1911/12 - 1921/22  -0.03  -0.05  0.02  -0.06  n.a.  n.a.  n.a. 
1921/22 - 1931/32  -0.36  0.03  0.02  -0.32  113.1  -8.1  -5.0 
1931/32 - 1941/42  1.51  0.16  0.32  1.99  75.9  8.1  16.0 
1941/42 - 1951/52  -0.87  0.18  0.03  -0.66  132.2  -27.2  -5.0 
1951/52 - 1961/62  0.93  0.85  0.03  1.81  51.5  46.9  1.5 
1961/62 - 1971/72  3.29  0.52  0.27  4.08  80.6  12.7  6.7 
1971/72 - 1981/82  1.72  0.63  0.13  2.48  69.2  25.4  5.4 
1981/82 - 1991/92  2.11  0.07  0.21  2.39  88.4  2.8  8.8 
1991/92 - 2001/02  1.01  0.23  0.01  1.26  80.7  18.4  0.9 
1901/02 - 1947/48  0.52  -0.03  0.22  0.71  73.7  -4.2  30.5 
1947/48 - 2001/02  2.24  0.48  0.57  3.29  68.0  14.6  17.4
現バングラデシュ地域（3種類の米を別に扱った場合） 
1901/02 - 1911/12  1.46  -0.31  -0.11  1.03  141.2  -30.2  -11.0 
1911/12 - 1921/22  -1.13  -0.05  0.00  -1.17  96.3  3.9  -0.2 
1921/22 - 1931/32  0.37  0.03  0.06  0.46  79.6  7.4  13.0 
1931/32 - 1941/42  -2.00  0.74  -0.05  -1.32  151.9  -56.0  4.1 
1941/42 - 1951/52  0.69  -0.58  -0.15  -0.04  n.a.  n.a.  n.a. 
1951/52 - 1961/62  1.27  0.15  0.00  1.42  89.1  10.6  0.3 
1961/62 - 1971/72  -0.65  0.57  0.09  0.01  n.a.  n.a.  n.a. 
1971/72 - 1981/82  1.78  -0.04  0.16  1.90  93.7  -2.2  8.6 
1981/82 - 1991/92  1.11  1.10  -0.06  2.15  51.6  51.3  -2.9 
1991/92 - 2001/02  1.35  0.34  0.14  1.83  73.6  18.6  7.8 
1901/02 - 1947/48  -0.18  -0.02  0.01  -0.19  96.8  9.4  -6.2 
1947/48 - 2001/02  1.06  0.29  0.30  1.64  64.2  17.5  18.3
注：生産額ベースの計算結果については表5を参照. データ出所と計算方法についても表5を参照. 